
移
住
者
の
増
加
を
目
的
に

第
七
次
只
見
町
振
興
計
画 

専
門
部
会

第
60
回
福
島
県
農
業
賞

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

今
年
度
第
一
回
目
と
な
る

評
価
検
証
会
議
を
開
催

さ
ん
べ
農
園
が「
特
別
功
労
賞
」を
受
賞

「
只
見
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い

こ
と
」を
テ
ー
マ
に
講
座
を
実
施

　
８
月
24
〜
25
日
、
本
町
の
魅
力
や
暮
ら

し
を
伝
え
る
移
住
体
験
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
、
首
都
圏
か
ら
13
人
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
２
日
間
に
渡
り
、
南

郷
ト
マ
ト
の
栽
培
現
場
や
米
焼
酎
「
ね
っ

か
」
蒸
留
場
、「
恵
み
の
森
」
な
ど
を
訪

れ
、
町
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

移
住
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う

た
め
、
町
内
の
お
試
し
移
住
体
験
住
宅
の

見
学
や
既
に
本
町
に
移
住
し
、
生
活
し
て

い
る
方
々
と
の
交
流
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
只
見
の
生
活
に
魅
力

を
感
じ
た
」
な
ど
の
意
見
が
上
が
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
も
こ
う
し
た
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
町
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
８
月
28
日
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
第
七
次
只
見
町
振
興
計
画
」

（
平
成
28
年
３
月
に
策
定
）
の
評
価
検
証

会
議
が
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
振
興
計
画（
10
ヶ
年
）は
、
２
年
毎
の
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、

４
、
７
、
10
年
目
に
は
専
門
部
会
を
中
心

に
評
価
検
証
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
会
議
に
は
、
専
門
部
員
の
皆
さ
ん

が
５
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
参
加
し
、
着

手
状
況
や
重
要
度
、
満
足
度
な
ど
の
観
点

か
ら
各
事
業
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
２
回

目
の
会
議
を
開
催
し
、
４
年
目
の
評
価
を

す
る
予
定
で
す
。

　
８
月
27
日
、「
第
60
回
福
島
県
農
業
賞
」

の
表
彰
式
が
福
島
市
で
行
わ
れ
、
㈲
さ
ん

べ
農
園
（
大
倉
）
が
「
特
別
功
労
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
県
農
業
賞
は
、
県
内

の
農
業
分
野
で
は
最
も
権
威
あ
る
賞
で
、

経
営
改
善
や
後
継
者
育
成
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
の
模
範
と
な
る
優
れ

た
経
営
を
実
践
す
る
方
を
対
象
に
表
彰
を

す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
創
設
60
周
年
を
記
念
し
、
過

去
第
41
回
か
ら
第
50
回
ま
で
の
表
彰
者
の

中
か
ら
選
ば
れ
る
「
特
別
功
労
賞
」
が
設

け
ら
れ
、
受
賞
後
の
法
人
化
で
の
事
業
拡

大
、
新
規
就
農
者
へ
の
ト
マ
ト
栽
培
研
修

や
加
工
品
の
製
造
実
績
な
ど
の
、
さ
ら
な

る
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
見
事
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
三
瓶
清
志
社
長
夫
妻
が
出
席

し
、
内
堀
知
事
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
９
月
２
日
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
人
材

を
育
て
る
「
人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ

ラ
ン
」
10
期
生
の
講
座
が
只
見
振
興
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
受
講
生
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
６
月
に
視
察
を
し
た

「Chus

（
チ
ャ
ウ
ス
）」（
那
須
塩
原
市
）オ

ー
ナ
ー
の
宮
本
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、「
そ
の
場

所
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
」
に
焦
点
を

当
て
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、参
加
者
全
員
で「
只
見
で
何
を
し
、

ど
う
い
う
場
所
に
し
た
い
の
か
」
な
ど
を

中
心
に
意
見
交
換
を
行
い
、
自
身
の
想
い

や
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
再
確
認
す
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲ガイドとともに恵みの森を散策した参加者の皆さん

▲出席した４０人が５つの分野に分かれ、
　各事業の評価などを行った

▲内堀知事（中央）から功績を称えられた
　三瓶清志さんとやえさん

▲円になり意見交換を行う参加者の皆さん
　（右から２番目が宮本さん）
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魚
の
多
い
豊
か
な
川
に

施
設
見
学
学
習
を
通
じ

八
十
里
越
の
知
識
を
共
有
す
る

後
世
に
伝
え
残
し
て
い
く
た
め
に

イ
ワ
ナ
の
放
流
体
験
を
実
施

只
見
小
児
童
が
上
下
水
道
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
八
十
里
越
リ
レ
ー
講
演
会
」を
開
催

今
年
度
第
二・三
回
目
の
戊
辰
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
９
月
11
日
、
朝
日
小
学
校
１
〜
３
年
生

15
人
が
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
の
放
流
体
験
を
黒

谷
川
で
行
い
ま
し
た
。
同
体
験
は
、
川
の

魚
を
守
る
・
減
ら
さ
な
い
た
め
の
取
組
を

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
南

会
津
西
部
非
出
資
漁
業
協
同
組
合
が
初
め

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ケ

ツ
に
入
っ
た
稚
魚（
全
部
で
２
０
０
０
匹
）

を
一
斉
に
川
に
放
流
し
、
泳
い
で
い
く
姿

を
夢
中
で
追
い
か
け
な
が
ら
「
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
！
」
な
ど
と
口
々
に
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
、
只
見
小
学
校
の
４
年
生

（
11
人
）
が
上
下
水
道
の
施
設
（
浄
水
場
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
）
見
学
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
同
学
習
は
、
毎
年
町
内
の
３
小
学
校

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
７
月
に
行
わ

れ
た
朝
日
・
明
和
小
学
校
に
続
き
、
只
見

小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
形
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
管
理
会
社
の
社
員
や
町
の
担

当
職
員
が
授
業
形
式
で
問
題
な
ど
を
出
し

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
施
設
や
事
業
の
仕

組
み
を
紹
介
し
、
児
童
た
ち
は
、
楽
し
み

な
が
ら
も
熱
心
に
、
普
段
の
生
活
と
と
も

に
あ
る
上
下
水
道
、
そ
し
て
水
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　
９
月
22
日
、季
の
郷
湯
ら
里
で「
八
十
里

越
リ
レ
ー
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
、約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
同
講
演
会
は
、
只
見

町
・
三
条
市
・
魚
沼
市
の
持
ち
回
り
で
例
年

行
わ
れ
て
お
り
、
八
十
里
越
旧
道
に
関
す

る
知
識
の
共
有
を
通
じ
、
地
域
間
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
本
町
教
育
委
員
会
よ
り

八
十
里
越
旧
道
の
概
要
や
調
査
結
果
の
説

明
が
さ
れ
た
後
、
八
十
里
越
調
査
保
存
整

備
委
員
の
阿
部
俊
夫
さ
ん
が
、
当
時
の
日

誌
や
上
申
書
を
も
と
に
、
道
路
の
竣
工
や

開
通
に
係
る
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
解
説
を

行
い
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
と
９
月
８
日
、
戊
辰
戦
争
後

１
５
１
年
目
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る

第
二
回
戊
辰
セ
ミ
ナ
ー
と
戊
辰
講
演
会
が

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
約
60
人
が
町
内
外
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

戊
辰
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
福
島
県
立
博
物
館

の
阿
部
綾
子
学
芸
員
よ
り
「
絵え

詞こ
と
ば

（
絵
巻

物
）」に
沿
っ
て
会
津
籠
城
戦
時
の
様
子
や

人
々
の
想
い
を
、講
演
会
で
は
、長
岡
市
河

井
継
之
助
記
念
館
の
稲
川
明
雄
館
長
よ
り

司
馬
遼
太
郎
著「
峠
」か
ら
見
た
継
之
助
像

の
解
説
や
、当
時
長
岡
藩
を
受
け
入
れ
た
町

民
の
精
神
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲バケツにイワナの稚魚を入れてもらう児童

▲機械設備の説明を熱心に聞く児童（浄水場ポンプ室）

▲「明治27年の新道竣工と県道編入運動」と題して行われた講演

▲「河井継之助が遺したもの」をテーマに講演する
　長岡市河井記念館の稲川館長
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